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はじめに

・江戸時代の武家屋敷

　城下町　：国元の本拠地

　江戸屋敷：江戸に置かれた各藩の藩邸　用地は幕府より授与

　蔵屋敷　：年貢米の保管・販売などを目的　大坂・江戸・大津などの商業都市に設置

　京都屋敷：上洛の際の宿所・隠棲の場としての利用・公家との交際・物資の調達 etc

１．聚楽第・伏見城の武家屋敷

・聚楽第の武家屋敷

　聚楽第の周囲に配置（特に東側）

　大規模な堀

　鯱瓦・金箔瓦→大型建物

・伏見城の武家屋敷

　伏見城の周囲に配置（特に西側丘陵地）

　雛壇状の造成　石垣・堀

　望楼・櫓門　金箔瓦→大型建物

・用地は豊臣政権より授与

２．江戸幕府の施設

・二条城

　慶長期・寛永期～幕末期の遺構を検出

・京都所司代

　遺構は未確認

・京都守護職（幕末期）

　礎石建物・石組溝

３．近世京都の武家屋敷の様相

・街区内の占地

　規模はいろいろ

　街路に面した立地

　　天正地割に沿った占地：古田邸

　　堀川通に面する立地：藤堂邸

　街区内の中央部分を占地

　　街路から通路を設置：小笠原邸・蒲生邸（嶋本邸）・土井邸

　　街路に面した門を設置：土井邸

・消長

　屋敷地の滅失

　　機能停止による廃絶：本多邸・長谷川邸

　屋敷地の収得・拡大

　　既存屋敷の占拠：水戸藩邸・藤堂邸（・蒲生邸）

　　火災を契機とした拡張：藤堂邸

・屋敷地の囲い

　　堀＋石垣：古田邸・水戸藩邸

　　区画溝＋石垣：小笠原邸

　　築地塀：金森邸・土井邸

　　柵 or 板塀：松山藩邸・蒲生邸・本多邸

　　通路：小笠原邸・蒲生邸（嶋本邸）・土井邸

・屋敷地内の遺構

　区画施設

　　通路？：織田邸

　　柵：織田邸・本多邸・土井邸

　　溝：織田邸・藤堂邸・蒲生邸（嶋本邸）・本多邸・土井邸

　　暗渠：水戸藩邸

　建物

　　塼列建物（蔵）：蒲生邸

　　礎石建物：土井邸？

　　掘立柱建物：水戸藩邸・松山藩邸

　　瓦葺建物：松山藩邸・藤堂邸

　　竈（台所）：蒲生邸

　井戸

　　面積に比して数が少ない

　ゴミ捨て穴

　　面積に比して数が少ない

　　大規模土坑が多い

　　敷地の端に分布することが多い

　その他

　　耕作地・肥溜め：藤堂邸

水琴窟（茶室）：藤堂邸

　　土取穴：本多邸・土井邸

　　便所？：酒井邸・藤堂邸

・出土遺物

　土器・陶磁器

　　高級陶磁器の比率が高い

　　　中国製陶磁器・肥前磁器（伊万里焼）・茶陶・京焼

　　組物（セットもの）が目立つ
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　瓦類

　　大量の瓦：松山藩邸・藤堂邸（←瓦葺建物）

　　家紋瓦：酒井邸（方喰文）・蜂須賀邸（卍文・三つ柏文）

　その他の遺物

　　建築廃材：藤堂邸・本多邸

　　武器・武具：松山藩邸（日本刀）・土井邸（鉄砲玉）・酒井邸（鎧小札）

　　石灯籠：松山藩邸

　　土人形：藤堂邸

　　ワインボトル：松平邸

　　動植物遺体：本多邸・土井邸（高級食材）

４．幕末期の武家屋敷

・消長

　文久２年（1862）島津久光の入洛を契機

　寺院などの既存施設を利用→屋敷地を購入・施設の整備

　明治維新後は政府による上地→多くが公共用地へ

・占地

・構造

５．まとめ

・屋敷の防御性

　町屋と混在する占地

　囲郭施設の簡略化

　幕末期における武家屋敷の拡充

・敷地の利用法

　広がる空閑地

　建物の構成

・出土遺物の特徴

　武家屋敷らしい遺物

　高級食器と高級食材

・京都の武家屋敷の機能
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※丸囲み番号は資料 6－表 2に対応



資料３



資料４



資料５



資料６


